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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本ファインセラミックス協会

（JFCA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の

審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格       JIS 
 R 1692：2012 
 

ファインセラミックス基板の 
熱疲労試験方法 

Testing method for thermal fatigue of fine ceramics substrate 
 

1 適用範囲 

この規格は，主にパワーモジュール及び車載用電子制御ユニットに使用するファインセラミックス基板

の熱疲労特性を評価するための試験方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 0601 製品の幾何特性仕様（GPS）－表面性状：輪郭曲線方式－用語，定義及び表面性状パラメ

ータ 

JIS B 7502 マイクロメータ 

JIS B 7507 ノギス 

JIS R 1600 ファインセラミックス関連用語 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS R 1600 によるほか，次による。 

3.1  

熱サイクル 

低温及び高温を一定時間ごとに繰り返すこと。 

3.2  

残存強度比 

熱疲労試験に供した後の試験片の 4 点曲げ強さを，熱疲労試験に供していない試験片の 4 点曲げ強さの

平均値で除した値。 

3.3 

4 点曲げ強さ 

試験片を一定距離に配置された 2 支点上に置き，支点間の中央から左右等しい距離にある 2 点に分けて

荷重を加え，試験片が破壊したときの最大の曲げ応力。 

 

 

 


